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茫漠たる もの 



宿命 はつらい し、 

II 運命 は 信じ 難い、 

そのこと だけ を考へ て も 

すぐ 一 一三 時間 は 経って しま ふ、 

それ を 喜べ 、 

喜ぶ こと は 良い ことで ある、 

私の 絶望 上手 は、 

精神の 貧し さ を 悲しんで ゐる、 

高邁な 精神に は 縁の ない こと を 

つくづく 考へ る、 

愚劣な 精神の 労動に も 



世界の 百姓と して —— 、 

ヴ オルガ 河 を 枕と して 永遠に 眠った。 

すでにして up は 

イルミ ネ— シ ョ ン として 君 を 飾る 

君の 沿岸に 咲く 野 花の 

なんと ことごとく 君の 為め の 花輪で あらう 

すべ て を 冷静に 眺めて きた ヴォ ルガよ、 

沈着な 河、 ヴ オルガよ、 

君 はい ま 歴史 を 貫く 国 を 

貫ぬ いて ゐる、 

正義の 河と 言へ る だら う。 



それとも 味方に 向って 遠慮して ゐる のか、 

あ \ それ はお 可笑しい、 

遠慮す るな どと いふ こと は 。 

曾 つて 荒々 しく 味方 を 

鼓舞した 偉い人々 は 何処に ゐる のか、 

何 をして ゐる のか、 

何故 —— あの 時の やうに 

芝居の 花路 にさし か 、 つ て 来な いの か、 

民衆 は、 それ を 待って ゐる —— 。 

それとも 悲劇 は 敬遠し 



私 は それが 憤懣 だ、 

だが 私 はどうして 薔薇 を 憎まれよう、 

匂 はぬ 花へ も 私 は 鼻 を も つ て ゆく、 

私 は 行動 的で あり 

攻勢 的で ありたい、 

これらの 態度 を 愛す、 

あらゆる もの は 近づいて 来ない だら う、 

我々 が 近づいて 行く の だ、 

あらゆる 未発見の 

とりのこされた 

案 J 慮權な 



気取った、 高慢ち きな、 

常識的な 世界に 住む 人々 の 

窓へ 顔つき だして 

醜い 黒い 鳥 は 悪態 を 吐いた、 

この 鳥の 友情 は 理解され ない、 

II それで 結構、 

さう い つ て 鳥 は 

最後の 毒舌 を 吐いて 飛んで ゆく、 

愛する 黒い 鳥よ、 

お前 は 何処に 飛んで 行った 

私 もお 前の 世界へ 行かう。 



灰色の 町へ 遊びに でかける、 

灰色の 議論 をして、 

灰色の ベ ッドに 潜り込む、 

彼等 は 色彩の つ いた 夢 をみ る 本能 も 

力量 ももって ゐ ない、 

彼等 はだん だんと 

精神の 痴愚の 世界へ と 

ずるずると 陥ち， j んで ゆく 

鳥よ、 

お前と 私と は 単純な 不吉な、 

理解され ない 叫び を あげつ、 



市街戦の 敵 は 高い 窓に もゐ る、 

バ ルザ ック 風に 堂々 と 肩 を そび やかし、 

バイ ロンの やうに 火薬 を もて あそべ、 

ロダンの やうに 軽々 と 女 を もちあげよ、 

あらゆる 動物 的 

あくど さの ために 友よ、 乾杯しょう、 

トルコ風呂の 湯気の 中の 

ブル ジョ アジ ィ、 

溶鉱炉の 傍の プロレタリア — „ r、 

労働者の やうに 

動物 的に 肉体 を 酷使で きる 



舌 へ 労働 を 命ず 

太陽の 直射の 中に たたずんで 

朝 は、 歌うた ひ 

昼 は、 飯く ひ 

あ、、 夜 は 眠る 然も 熟睡で ある 

プロレタリア J ^の 

薔薇 を どこに 紛失した か 

君 は 知って ゐ るか、 



それ は 小鳥が 咬へ て 行った か 

誰かが 盗んだ か、 

いづれ も 正しい、 

労働への 感動 は 失 はれた 

お前の 花 は そのために しぼんだ、 

とリ 戻せ 

プロレタリア — ！ ^は 

あらゆる 薔薇 を、 

美しい もの を 

労働の 中から 発見せ よ、 

あ、、 私 は 歯 をむ き 出して 



おのれの 技術の 未熟 さ を 棚へ あげろ 

ロク でもない 詩人 は 

日本語 を 呪 ふ —— 

ソビ H ットへ 生れ か はったら 

果して 彼 は 立派な 詩が 書け たか 

私 は 保証が できない 

彼 はいふ だら う、 

どうも ロシア語 は 韻律 的で はない と 

ぜいたく 者 奴が、 

何処 へ 生れよう が 同じ こと だ、 



A おし い 生活の タイプ をつ くるた めに 

枝から 枝へ 渡り あるけ 

そして 最も 位置の よい 

反響す ると ころ を 

ま j- つま 寸さ ぶ、 ま； - つま ナさぶ 、 

谷から 谷へ 鳴いて とほれ 

既にして 饑餓の 歌 は 陳腐 だ 

それほど にも 遠い ところから 

われら は飢 と共に や つ てきた 

悲しみの 歌 は 尽き てし まった 

残って ゐる もの は 喜びの 歌ば かりだ。 



幼稚園 を 卒業し 給へ 

続け、 私の 勝利の 歌に、 

君の 歌が、 

君の 歌に、 また 私の 歌 は 引継がれる 

そして 今日 我々 はバ ンザィ を 

揃 つ て 叫ぶ ， J とに 躊躍 するな、 

f- 友よ、 私と 共に 

ブラボ— を 絶叫しょう、 



絶望よ、 

お前が 襲って くると き は 

実に 美しい、 夕陽の やうに きれいだ、 

マリ，^ -1 ピンの 絵の 色の やうに 赤い、 

激動 を 伴 ふから お前 は 綺麗 だ、 

強烈 だからお 前 は 美しい、 

すぐ 死を考 へる ことができ るから 嬉しい、 

そして 地球 は 広い から 

絶望の ために 七転八倒して 

くるしんでも 私 は 邪魔に ならな いだら う、 



混ん がらが つた 敵 味方の 中から 

絹の 布 を ピリ リと 引き さくやう に 

敵の 部分 を 引きちぎる ことができる、 

私 は 絶望 を 大変 可愛が つて ゐる 人間 だ、 

龍よ、 お前と 私と は 闘 はう、 

誰 だ、 

私と 龍との 間に 

なまじっかな 人間が 仲裁に 入る の は、 

私 はシヱ 〔# 「ヱ」 の 小文字〕 ク スピアの 「リャ 王」 

の やうに 

—— 龍と 怒りの 中に 入るな、 



抱き 緊 める とき 

私の 心臓 は 手 マリの やうに 弾んで くる、 

不幸が - ^ の やう に 私 を激さ せて ゐる、 

い き 

呼吸 を 吐くべき ときに 吸ったり、 

吸 ふべき ときに、 息 を 吐いたり、 

不規則な 心臓の鼓動よ、 

動乱の 世界の 私の 歌うた ひよ、 

い つに なったら 一 層 良い 環境で 

私に 喜びの 歌 をうた はせ て くれる だら う 



精神 は 純朴で あれと 叫び 

生活 は 不純で あれと 叫ぶ、 

私 は 混線して ますます 

感情の 赤い スパ ー クを 発す、 

階級闘争の 

君の 閑日月の 

日記 を 見たい もの だ、 

私の 閑日月 は 

ほのほ 

焦燥と 苦闘の 焰 〔# 「焰」 の 火 へん を 炎に したう えで、 

へんと つくり を いれかえた 字、 焰の 正字と 同字〕 で 走 

る、 



II 傍若無人 はいけ ない、 

とい ふ ものが あれば、 それ は 味方で はない 敵 だ、 

退屈な 月夜 を 

泣 い て 暮らす の はい ゝ 気分 だ、 

だが それ は 斯うい ふ 時世に は 

少しもった いないだ らう、 

我々 にと つ て 

もっとも 解放 的な 夜と いふ もの は 

相手 を 嫌がらせる 歌 をつ くつたり 

計画 を樹 てたり する こと だ、 

毎日 悲しく、 



アン デル センの 人魚 を 見れ、 と 

その 時人 魚 は 海の 中から 現れた、 

月 に 照ら されな が ら I、 

彼女 は 海の 中の 現実 を 見落した、 

しづかに 陸に 上って きた、 

彼女の 欲する もの は 

未知の 世界であった、 

憧れの 地上であった、 

彼女 は 海の 中で は 



なんて 表現 は 

検事の 論告に 馴れ 切って しまった のか、 

なんて、 なんて 馬鹿々々 しい、 

菜の 花から 油が とれる こと を 

忘れて しまった のか、 

彼 は 土臭い 人間の ために、 

たった ひとことで もしゃべ つた か、 

刑務所の 中の 物語り はもう 沢山 だ、 

い つまで パルチザン 物語りで も あるまい 

ドニ H ブロス トロイの 

掘鑿 機の ひ y き はやんで 



私の 詩人に いま 暫 らく 

生き 永ら へさせよ、 

私 をして 焰 〔# 「焰」 の 火 へん を 炎に したう えで、 へ 

ん とっくり を いれかえた 字、 焰の 正字と 同字〕 のセリ 

フを 

舞台から 吐かせろ —— 。 

いまや 私 は 決闘の 時間 だ、 

私に 悠々 閑々 たる 

たたか ひの 時間 を 与へ よ、 

いまや 私 は 食事の 時間 だ、 

舞台の 上の レストラン だ、 
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